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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

中間連結会計期間
第34期

中間連結会計期間
第33期

会計期間
自　2023年７月１日
至　2023年12月31日

自　2024年７月１日
至　2024年12月31日

自　2023年７月１日
至　2024年６月30日

売上高 （千円） 5,170,084 4,363,514 9,698,124

経常利益又は経常損失（△） （千円） 237,636 △26,159 96,310

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する中間純損失（△）

（千円） 365,024 △27,196 274,855

中間包括利益又は包括利益 （千円） 370,276 △23,996 285,777

純資産額 （千円） 1,754,195 1,645,690 1,669,696

総資産額 （千円） 4,519,141 3,841,639 3,943,989

１株当たり中間（当期）純利益金

額又は１株当たり中間純損失金額

（△）

（円） 68.97 △5.14 51.93

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 37.0 40.4 40.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 352,854 △507,273 661,122

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 470,689 △91,407 421,383

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △183,017 △73,875 △526,085

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 1,777,211 1,020,547 1,693,104

 

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．第33期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。第34期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、１株当たり中間純損失であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

３．第33期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、欧米における金利水準による影響や海外の景気の下振れ及び政策動

向によるリスクが存在しておりますが、物価の安定や成長型経済を目指す政策が進められるなか、一部に足踏みが

残るものの、緩やかに回復しております。

　ゲーム業界におきましては、各種の余暇産業が回復するなか、消費者行動の動向変化に晒されております。スマ

ホゲーム市場では、ダウンロード数は増加しており、コロナ禍の反動減から戻りつつありますが、ゲーム内支出は

回復しておらず、市場は横ばいにあります。コンシューマー市場では、ハードの普及が落ち着き、次世代機への動

向が注目されるなか、市場規模は前年より減少して推移しております。フリーミアムなタイトルが多くリリースさ

れているプラットフォームにおいて、プレイユーザー数の多い上位タイトルは、リリースから長期間経っている人

気作が多くある状況です。

　モバイル業界におきましては、キャリアショップ数の減少傾向は続いております。円安等による販売価格の上昇

や最新機種に対する購買意欲の低下もあって、買い換え間隔は長期化しております。2024年12月に下取り価格等の

規制の見直しがあり、端末負担額が増加するケースが見られております。一方で、ミリ波対応端末については値引

き上限の緩和がされております。

　このような事業環境のなか、当社は、ゲーム事業におきましては、プロジェクトマネジメントの強化と新規案件

の獲得に取り組んでまいりました。モバイル事業におきましては、効率的な店舗運営に努めるとともに、サポート

サービスの獲得など収益機会の拡大に取り組んでまいりました。

 

　この結果、当中間連結会計期間の連結業績につきましては、以下のとおりです。

　売上高は、ゲーム事業においては、前期に開発体制のピークを過ぎた案件があることや運営及び運営サポートを

行う案件の体制縮小により、減収となりました。モバイル事業においては、主に新規出店した店舗の収益寄与によ

り、増収となりました。この結果、売上高は、4,363百万円と前年同期と比べ806百万円（15.6％減）の減収となり

ました。

　営業損益及び経常損益は、ゲーム事業におきましては、前期に開発体制のピークを過ぎた案件による減収影響に

ついては、外注費等のコストコントロールにより影響を抑えましたが、前期は自社開発を進めていたゲームタイト

ルの権利譲渡などによる一時的な利益計上があったことから、減益となりました。モバイル事業におきましては、

新規出店した店舗の利益寄与に加え、既存店も順調に販売台数を伸ばしたことにより、増益となりました。この結

果、営業損益は、16百万円の営業損失（前年同期は234百万円の営業利益）となり、経常損益は、26百万円の経常

損失（前年同期は237百万円の経常利益）となりました。

　親会社株主に帰属する中間純損益は、27百万円の親会社株主に帰属する中間純損失（前年同期は365百万円の親

会社株主に帰属する中間純利益）となりました。

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 

①　ゲーム事業

　当セグメントにおきましては、(株)ゲームスタジオ、(株)トライエース、(株)ウィットワン、(株)ウィット

ワン沖縄及び(株)テックフラッグにてゲームの開発受託及び運営受託等を行っております。

　売上高については、前期に開発体制のピークを過ぎた案件があることや運営及び運営サポートを行う案件の

体制縮小により、3,160百万円と前年同期と比べ955百万円（23.2％減）の減収となりました。

　セグメント利益（営業利益）については、前期に開発体制のピークを過ぎた案件による減収影響について

は、外注費等のコストコントロールにより影響を抑えましたが、前期は自社開発を進めていたゲームタイトル

の権利譲渡などによる一時的な利益計上があったことから、103百万円と前年同期と比べ248百万円（70.6％

減）の減益となりました。

 

②　モバイル事業

　当セグメントにおきましては、(株)ネプロクリエイトにてauショップ等のキャリアショップ及び複数の通信

事業者の端末・サービスを取り扱う販売店PiPoPark(ピポパーク)を運営しております。

　売上高については、来店者数の減少傾向に下げ止まりが見られるなか、主に新規出店した店舗の収益寄与に

より、1,172百万円と前年同期と比べ145百万円（14.2％増）の増収となりました。
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　セグメント利益（営業利益）については、新規出店した店舗の利益寄与に加え、既存店も順調に販売台数を

伸ばしたことにより、36百万円と前年同期と比べ8百万円（29.8％増）の増益となりました。

 

③　その他

　当セグメントにおきましては、クレジット決済事業等を行っております。

　売上高については、35百万円と前年同期と比べ0百万円（1.7％増）の増収となりました。セグメント利益

（営業利益）については、15百万円と前年同期と比べ4百万円（21.2％減）の減益となりました。

 

(2）財政状態の分析

　当中間連結会計期間末の総資産は3,841百万円となり、前連結会計年度末と比べ102百万円の減少となりました。

主な要因は、売掛金及び契約資産の増加313百万円、流動資産のその他の増加112百万円、現金及び預金の減少672

百万円等によるものであります。

　当中間連結会計期間末の負債は2,195百万円となり、前連結会計年度末と比べ78百万円の減少となりました。主

な要因は、短期借入金の増加62百万円、流動負債のその他の減少104百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加

146百万円、長期借入金の減少258百万円等によるものであります。

　当中間連結会計期間末の純資産は1,645百万円となり、前連結会計年度末と比べ24百万円の減少となりました。

主な要因は、親会社株主に帰属する中間純損失27百万円等によるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、672百万円減少し1,020百万

円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における営業活動による資金の減少は、507百万円となりました。主なマイナス要因は、売

上債権の増加額313百万円、棚卸資産の増加額106百万円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における投資活動による資金の減少は、91百万円となりました。主なマイナス要因は、固定

資産の取得による支出58百万円、事業譲受による支出27百万円であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における財務活動による資金の減少は、73百万円となりました。主なマイナス要因は、長期

借入金の返済による支出111百万円であります。

 

(4）研究開発活動

　ゲーム事業において、主に(株)トライエースでゲームエンジンの研究開発活動などを行っており、当中間連結会

計期間の研究開発費の総額は47百万円であります。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,954,400

計 17,954,400

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2024年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2025年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 5,350,400 5,350,400
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株であり

ます。

計 5,350,400 5,350,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2024年12月31日 － 5,350,400 － 592,845 － 171,553
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（５）【大株主の状況】

  2024年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式
（自己株式を
除く。）の総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

㈲リ－コム 京都府京都市左京区上高野仲町58－１ 1,592,400 30.09

滝西　竜子 京都府京都市左京区 1,008,600 19.06

中村　英生 東京都台東区 808,700 15.28

小野　昭 京都府向日市 142,500 2.69

宮本　浩次 東京都練馬区 100,300 1.90

小谷　寛 鳥取県鳥取市 62,400 1.18

中川　尚子 京都府京都市 52,700 1.00

㈱ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 49,196 0.93

加賀谷　翔太 宮城県仙台市 47,600 0.90

エヌジェイホールディングス役員持株会 東京都港区芝３丁目８番２号 46,000 0.87

計 － 3,910,396 73.88

（注）上記のほか当社所有の自己株式57,570株があります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 57,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,291,800 52,918 －

単元未満株式 普通株式 1,100 － －

発行済株式総数  5,350,400 － －

総株主の議決権  － 52,918 －

（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

（自己保有株式）

(株)エヌジェイホール

ディングス

東京都港区芝三丁目

８番２号
57,500 － 57,500 1.07

計 － 57,500 － 57,500 1.07

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年７月１日から2024年12月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、三優監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,693,104 1,020,547

売掛金及び契約資産 804,432 1,117,677

商品 133,514 223,567

仕掛品 50,534 67,695

貯蔵品 1,811 1,517

その他 185,630 298,398

流動資産合計 2,869,027 2,729,403

固定資産   

有形固定資産 81,099 90,984

無形固定資産   

のれん 340,000 313,839

その他 26,249 51,540

無形固定資産合計 366,249 365,379

投資その他の資産   

差入保証金 350,872 352,817

その他 343,264 369,578

貸倒引当金 △66,524 △66,524

投資その他の資産合計 627,612 655,872

固定資産合計 1,074,962 1,112,236

資産合計 3,943,989 3,841,639

負債の部   

流動負債   

買掛金 211,272 262,468

短期借入金 ※１ 463,239 ※１ 525,250

１年内償還予定の社債 20,000 －

１年内返済予定の長期借入金 ※１ 190,102 ※１ 336,250

未払法人税等 36,655 50,663

賞与引当金 26,059 42,965

その他の引当金 174 308

その他 622,595 518,568

流動負債合計 1,570,098 1,736,473

固定負債   

長期借入金 ※１ 427,000 ※１ 169,000

退職給付に係る負債 148,952 155,140

その他 128,241 135,334

固定負債合計 704,194 459,475

負債合計 2,274,293 2,195,948
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 592,845 592,845

資本剰余金 350,290 350,290

利益剰余金 696,295 669,098

自己株式 △59,111 △59,121

株主資本合計 1,580,319 1,553,112

新株予約権 34 34

非支配株主持分 89,342 92,543

純資産合計 1,669,696 1,645,690

負債純資産合計 3,943,989 3,841,639

 

EDINET提出書類

株式会社エヌジェイホールディングス(E05570)

半期報告書

10/21



（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年12月31日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 5,170,084 4,363,514

売上原価 4,096,151 3,520,682

売上総利益 1,073,933 842,832

販売費及び一般管理費 ※１ 838,967 ※１ 859,503

営業利益又は営業損失（△） 234,965 △16,671

営業外収益   

受取利息 34 145

受取手数料 6,004 94

受取補償金 4,638 －

不動産賃貸料 10,476 3,279

その他 6,326 1,261

営業外収益合計 27,479 4,780

営業外費用   

支払利息 11,547 8,649

支払手数料 8,443 2,977

不動産賃貸原価 4,254 －

その他 564 2,641

営業外費用合計 24,809 14,268

経常利益又は経常損失（△） 237,636 △26,159

特別利益   

投資不動産売却益 179,491 －

関係会社株式売却益 34,966 －

特別利益合計 214,457 －

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
452,094 △26,159

法人税等 81,817 △2,163

中間純利益又は中間純損失（△） 370,276 △23,996

非支配株主に帰属する中間純利益 5,252 3,200

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
365,024 △27,196
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年12月31日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年12月31日)

中間純利益又は中間純損失（△） 370,276 △23,996

中間包括利益 370,276 △23,996

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 365,024 △27,196

非支配株主に係る中間包括利益 5,252 3,200
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年12月31日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
452,094 △26,159

減価償却費 12,445 36,159

のれん償却額 39,999 41,260

投資不動産売却益 △179,491 －

関係会社株式売却損益（△は益） △34,966 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,420 16,905

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3,620 6,188

受注損失引当金の増減額（△は減少） △15,546 133

受取利息及び受取配当金 △34 △145

支払利息 11,547 8,649

売上債権の増減額（△は増加） 168,953 △313,245

棚卸資産の増減額（△は増加） △140,415 △106,919

前払費用の増減額（△は増加） △21,287 △40,774

仕入債務の増減額（△は減少） 19,858 51,195

未払金の増減額（△は減少） 46,997 △18,674

前受金の増減額（△は減少） 823 △115

未払費用の増減額（△は減少） △16,375 △19,559

未払又は未収消費税等の増減額 38,440 △81,258

その他 △11,663 △47,533

小計 394,419 △493,891

利息及び配当金の受取額 34 145

利息の支払額 △11,496 △7,492

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △30,103 △6,035

営業活動によるキャッシュ・フロー 352,854 △507,273

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △24,772 △58,984

投資不動産の売却による収入 281,676 －

差入保証金の差入による支出 △1,227 △5,051

差入保証金の回収による収入 156,259 1,078

預り保証金の返還による支出 △7,720 －

預り保証金の受入による収入 14,700 －

投資有価証券の取得による支出 － △1,000

関係会社株式の売却による収入 55,000 －

長期貸付金の回収による収入 31 －

資産除去債務の履行による支出 △3,258 －

事業譲受による支出 － △27,450

投資活動によるキャッシュ・フロー 470,689 △91,407

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △100,587 62,011

長期借入金の返済による支出 △139,045 △111,852

長期借入れによる収入 80,000 －

長期未払金の返済による支出 △3,230 △3,901

社債の償還による支出 △20,000 △20,000

配当金の支払額 △155 △123

自己株式の取得による支出 － △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △183,017 △73,875

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 640,526 △672,556

現金及び現金同等物の期首残高 1,136,684 1,693,104

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 1,777,211 ※１ 1,020,547

 

EDINET提出書類

株式会社エヌジェイホールディングス(E05570)

半期報告書

13/21



【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 
当中間連結会計期間

（自　2024年７月１日　至　2024年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。

 

 

（中間連結貸借対照表関係）

※１ 財務制限条項

当社は、株式会社三井住友銀行をアレンジャーとして総額1,405百万円のシンジケートローン契約を2020年３月付で

締結し、2024年９月24日付で変更契約を締結しております。

変更契約締結後の財務制限条項は以下のとおりであります。なお、条項中「2020年６月期末日及びそれ以降」とあり

ますのは、変更契約により実際の判定としては「2025年６月期末日及びそれ以降」となります。

・2020年６月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額を、

2023年６月期末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額、又は直近の事業年度末日における

連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか高いほうの金額以上に

維持すること。

・2020年６月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における連結損益計算書に記載される経常損益を２回連続して損

失としないこと。

・2020年６月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における連結貸借対照表に記載される有利子負債の合計金額から

現預金の金額を差引いた金額を、２期連続して連結損益計算書における営業利益、受取利息、受取配当金、及び連

結キャッシュ・フロー計算書における減価償却費の合計金額で除した割合が1.0倍を超えないこと。

 

この契約に基づく借入残高は次のとおりであります。

　　　　(借入金)

 
前連結会計年度

(2024年６月30日)

当中間連結会計期間

(2024年12月31日)

短期借入金 463,239千円 525,250千円

長期借入金（一年以内返済予定額を含む） 335,750千円 245,250千円
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（中間連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自　2023年７月１日

　　至　2023年12月31日）

　当中間連結会計期間
（自　2024年７月１日

　　至　2024年12月31日）

給料及び手当 328,340千円 321,507千円

賞与引当金繰入額 26,305千円 26,254千円

退職給付費用 9,843千円 6,188千円

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年７月１日
至　2023年12月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年７月１日
至　2024年12月31日）

現金及び預金 1,777,211千円 1,020,547千円

預入期間が３か月を超える定期預金 －千円 －千円

現金及び現金同等物 1,777,211千円 1,020,547千円

 

（株主資本等関係）

前中間連結会計期間（自　2023年７月１日　至　2023年12月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

　該当事項はありません。

 

当中間連結会計期間（自　2024年７月１日　至　2024年12月31日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年７月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 ゲーム事業 モバイル事業 計

売上高      

一時点で移転される財又は

サービス
2,754,802 1,023,436 3,778,239 35,065 3,813,304

一定の期間にわたり移転され

る財又はサービス
1,356,779 － 1,356,779 － 1,356,779

顧客との契約から生じる収益 4,111,581 1,023,436 5,135,018 35,065 5,170,084

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 4,111,581 1,023,436 5,135,018 35,065 5,170,084

セグメント間の内部売上高又

は振替高
4,350 3,329 7,679 － 7,679

計 4,115,931 1,026,766 5,142,698 35,065 5,177,764

セグメント利益 351,300 27,993 379,294 19,041 398,336

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クレジット決済事業等でありま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 379,294

「その他」の区分の利益 19,041

セグメント間取引消去 －

のれん償却額 △39,999

全社費用（注） △123,370

中間連結損益計算書の営業利益 234,965

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年７月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 ゲーム事業 モバイル事業 計

売上高      

一時点で移転される財又は

サービス
2,624,765 1,172,735 3,797,500 35,646 3,833,146

一定の期間にわたり移転され

る財又はサービス
530,368 － 530,368 － 530,368

顧客との契約から生じる収益 3,155,133 1,172,735 4,327,868 35,646 4,363,514

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 3,155,133 1,172,735 4,327,868 35,646 4,363,514

セグメント間の内部売上高又

は振替高
5,484 28 5,513 － 5,513

計 3,160,617 1,172,763 4,333,381 35,646 4,369,028

セグメント利益 103,217 36,342 139,560 15,004 154,564

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クレジット決済事業等でありま

す。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 139,560

「その他」の区分の利益 15,004

セグメント間取引消去 －

のれん償却額 △41,260

全社費用（注） △129,975

中間連結損益計算書の営業損失（△） △16,671

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 
 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益金額又は１株当たり中間純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前中間連結会計期間

（自　2023年７月１日
至　2023年12月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年７月１日
至　2024年12月31日）

１株当たり中間純利益金額又は１株当たり中間純損失金

額（△）
68円97銭 △5円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益金額又は親会社株主

に帰属する中間純損失金額（△）（千円）
365,024 △27,196

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益金額

又は親会社株主に帰属する中間純損失金額（△）

（千円）

365,024 △27,196

普通株式の期中平均株式数（株） 5,292,850 5,292,842

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

中間純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連

結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）　前中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため、記載しておりません。当中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額に

ついては、１株当たり中間純損失であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載して

おりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エヌジェイホールディングス(E05570)

半期報告書

18/21



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年２月12日

株式会社エヌジェイホールディングス

取締役会　御中

 

三優監査法人

東京事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　浩史

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 井上　道明

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エヌ

ジェイホールディングスの2024年７月１日から2025年６月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年７月１日

から2024年12月31日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包

括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社エヌジェイホールディングス及び連結子会社の2024年12月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

　・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当
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と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

　・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

　・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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